
テーマ

1

憲法には、「すべて公務員は、全体の奉仕者であって、一部の奉仕者ではない」と定められており、
また、地方公務員法においても、「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務
し、且つ、職務の遂行に当っては、全力を挙げてこれに専念しなければならない」と定められてい
ます。
この「全体の奉仕者」であることとは具体的にどうあるべきかということについて、グループとし
ての考えをまとめて発表してください。

2

地方公共団体は、「最少の経費で最大の効果を挙げるようにしなければならない」と地方自治法に
おいて定められています。
最少の経費で最大の効果を挙げるためにはどのような考えが必要か、グループの意見をまとめて
発表してください。

3
人口減少社会において、地方公共団体にこれまで以上に求められる役割はどのようなものと考え
ますか。また、その役割に対してどのような取り組みが必要か、グループとしての考えをまとめて
ください。

※関係各課へのメール・電話による問い合わせはお控えください。

※試験には、資料の持ち込みはできません。
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グループワークのテーマは、当日、下記のいずれかから1つ出題します。


